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令和元年度調査   ：「令和元年度男女共同参画に関する県民意識調査」（長野県） 

平成26年度調査  ：「平成26年度男女共同参画に関する県民意識調査」（長野県） 

高校生調査    ：「令和６年度男女共同参画に関する高校生の意識調査」（長野県） 

令和４年度全国調査：「男女共同参画社会に関する世論調査（令和4年11月調査）」（内閣府） 
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 用語や制度の認知度について   

 

 ●「知っている」または「聞いたことがある」割合は、「ＤＶ」が最も高く 94.5％。以下高

い順に「ジェンダー」が 89.2％、「男女共同参画社会」が 81.3％、「ワーク・ライフ・バラ

ンス」74.8％、「ダイバーシティ」が 66.5％、「ポジティブ・アクション」が 42.3％、「ア

ンコンシャス・バイアス」が 30.6％となっている。 

●過去の調査と比べると、「ジェンダー」が前回調査から 20.9ポイント増加している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問１ あなたは、次の言葉やことがらについて、ご存知ですか。あるいは、聞いたことが

ありますか。Ａ～Ｇそれぞれにつき、該当する番号に○を付けてください。    

47.3

66.1

45.3

86.3

13.6

33.4

9.6

34.0

23.1

29.5

8.2

28.7

33.1

21.0

17.1

8.7

23.0

3.4

55.6

31.5

67.7

1.6

2.0

2.1

2.1

2.1

1.9

1.7

0 50 100

知っている 聞いたことがある 知らない 無回答

(%)

■全体

Ａ 男女共同参画社会

Ｇ アンコンシャス・バイアス

（無意識の偏見）

Ｆ ダイバーシティ（多様性）

Ｅ ポジティブ・アクション

（積極的改善措置）

Ｄ ＤＶ（配偶者からの暴力）

Ｃ ワーク・ライフ・バランス

（仕事と生活の調和）

Ｂ ジェンダー

（社会的・文化的に形成

された性別）

(30.6)

(66.5)

(42.3)

(94.5)

(74.8)

(89.2)

(81.3)

81.3

89.2

74.8

94.5

42.3

81.2

68.3

70.5

95.1

41.7

75.3

38.2

56.6

92.2

39.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

Ａ 男女共同参画社会

Ｂ ジェンダー

Ｃ ワーク・ライフ・バランス

Ｄ ＤＶ

Ｅ ポジティブ・アクション

今回

前回

前々回

(%)

（令和元年度）

（平成26年度）

■過去調査との比較（「知っている」または「聞いたことがある」と回答した割合）
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●「男女が責任を分かち合い、性別にかかわりなく個性と能力を発揮することができる社会」

が 67.6％で最も多かった。２番目は「男女ともに仕事と生活の調和がとれている社会」の

54.5％で、以下「男女を取り巻く偏見や昔からの決まり、慣習、しきたりなどが解消され

た社会」が 52.8％、「法律や制度の上で男女の差がない社会」が 48.7％と続く。 

●性別では、女性は「男女を取り巻く偏見や昔からの決まり、慣習、しきたりなどが解消さ

れた社会」が男性より 7.1ポイント、男性は「法律や制度の上で男女の差がない社会」が

女性より 10.9ポイント高い。 

 

 

 

  

問２ あなたが考える「男女共同参画社会」は、どのような社会ですか。次の中から、あなた

のお考えに近いものを、３つまで選んでください。    

67.6

54.5

52.8

48.7

30.5

22.2

10.0

1.3

1.4

69.0

55.8

50.0

55.3

24.3

23.3

9.7

0.6

1.6

0 20 40 60 80

今回

前回

・男女が責任を分かち合い、性別に

かかわりなく個性と能力を発揮する

ことができる社会

(%)

・男女ともに仕事と生活の調和が

とれている社会

・男女を取り巻く偏見や昔からの

決まり、慣習、しきたりなどが

解消された社会

・法律や制度の上で男女の差が

ない社会

・自分の生き方を自身で設計・実現

でき、一人ひとりが自立した豊かで

活力のある社会

・行政機関の重要な役職や企業の

管理職などに一定の割合で女性が

就任している社会

・新たなアイディアや色々な考え方が

活かされる社会

・その他

・無回答

（令和元年度）

67.6

54.5

52.8

48.7

30.5

22.2

10.0

48.4

60.3

41.8

50.8

30.5

14.1

29.3

0 20 40 60 80

本調査

高校生調査

・男女が責任を分かち合い、性別に

かかわりなく個性と能力を発揮する

(%)

・男女ともに仕事と生活の調和が

とれている社会

・男女を取り巻く偏見や昔からの

決まり、慣習、しきたりなどが

解消された社会

・法律や制度の上で男女の差が

ない社会

・自分の生き方を自身で設計・実現

でき、一人ひとりが自立した豊かで

活力のある社会

・行政機関の重要な役職や企業の

管理職などに一定の割合で女性が

就任している社会

・新たなアイディアや色々な考え方が

活かされる社会

（令和６年度）

■高校生調査との比較（上位７項目）
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 世の中の男女平等について   

 

●「平等だと思う」が最も高かったのは「学校教育の場」の 34.6％。以下、高い順に「家庭

生活」が 20.3％、「法律や制度」が 13.6％、「職場」が 11.9％、「地域活動の場」が 9.9％、

「政治の場」が 5.9％、「社会全体として」が 4.2％、「社会通念・慣習・しきたり」が 2.2％

となった。 

●令和元年度調査は選択肢が異なるが、「男女平等である」の回答割合が「学校教育の場」

で最も高く、「社会通念・慣習・しきたり」で最も低いことは今回と同じ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３ あなたは、次にあげる分野で男女の地位は平等になっていると思いますか。 

Ａ～Ｈそれぞれにつき、あなたのお考えに近いと思う番号に○を付けてください。 

    

20.3

34.6

11.9

9.9

5.9

13.6

2.2

4.2

48.3

17.4

49.7

47.6

59.8

38.0

69.5

52.2

27.8

29.7

28.1

32.0

22.2

32.1

20.2

33.9

2.3

16.0

7.5

8.8

10.2

13.9

6.2

7.7

1.3

2.2

2.8

1.8

1.9

2.4

1.9

1.9

0 50 100

平等だと思う 平等だと

思わない

どちらとも

いえない

わからない 無回答

(%)

■全体

Ａ 家庭生活

Ｇ 社会通念・慣習・しきたり

Ｆ 法律や制度

Ｅ 政治の場

Ｄ 地域活動の場

（自治会・町内会など）

Ｃ 職場

Ｂ 学校教育の場

Ｈ 社会全体として
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19.1

17.1

3.9

3.8

18.5

23.3

13.1

14.3

37.7

40.3

13.6

14.9

28.9

31.5

15.1

15.1

45.3

44.0

17.8

12.7

49.0

44.7

35.5

38.6

40.2

39.9

29.7

28.8

49.7

45.2

59.1

60.0

19.2

22.7

55.4

63.2

17.6

14.7

23.4

24.7

9.4

8.2

32.9

33.7

8.1

8.8

9.4

10.2

5.5

6.0

2.5

3.9
3.8

4.6

5.5

5.9
0.7

1.5

3.1

3.9

2.5

2.6

3.4

3.3

1.6

1.6

0.7

0.7

0.9

1.1

1.1

0.9

0.5

0.5

0.7

1.2

0.7

0.5

0.6

0.3

7.0

6.5

16.6

12.8

7.7

9.3

18.2

12.9

8.9

7.1

16.9

15.0

8.0

8.6

10.5

8.4

2.4

2.1

3.2

3.0

2.5

2.3

3.1

2.8

2.6

2.5

3.2

2.6

2.2

2.7

1.9

2.7

0 50 100

男性の方が

優遇されている

どちらかといえば

男性の方が優遇

されている

男女平等

である

どちらかといえば

女性の方が優遇

されている

女性の方が優遇

れている

わからない 無回答

(%)

【参考】 前回（令和元年度）・前々回（平成２６年度）全体

Ａ 家庭生活

Ｇ 社会通念・慣習・しきたり

Ｆ 法律や制度

Ｅ 政治の場

Ｄ 地域活動の場

（自治会・町内会など）

Ｃ 職場

Ｂ 学校教育の場

Ｈ 社会全体として

前回

前々回

前回

前々回

前回

前々回

前回

前々回

前回

前々回

前回

前々回

前回

前々回

前回

前々回

20.3

41.9

34.6

63.3

13.6

25.8

4.2

12.0

48.3

27.8

17.4

11.9

38.0

26.2

52.2

39.5

27.8

23.6

29.7

18.2

32.1

29.7

33.9

34.0

2.3

6.0

16.0

5.9

13.9

17.4

7.7

13.9

1.3

0.7

2.2

0.7

2.4

0.8

1.9

0.6

0 50 100

平等だと思う 平等だと

思わない

どちらとも

いえない

わからない 無回答

(%)

■高校生調査（令和６年度）との比較 全体

Ａ 家庭生活

Ｆ 法律や制度

Ｂ 学校教育の場

（高校生は

「学校生活」）

Ｈ 社会全体として

本調査

高校生調査

本調査

高校生調査

本調査

高校生調査

本調査

高校生調査
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 固定的性別役割分担意識について   

●「反対」または「どちらかといえば反対」の回答は 66.0％で、「賛成」または「どちらか

といえば賛成」は 19.0％。（参考:令和元年度調査 68.3％、令和４年度全国調査 64.3％） 

注：令和元年度調査の質問文は「『男は仕事、女は家庭』という、性別によって役割を固定する考え方

について、あなたはどう思いますか。お考えに近いものを１つ選んでください。」で、令和４年度

全国調査の質問文は「『夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである』という考え方について、あな

たはどうお考えですか。」 

●女性は「反対」または「どちらかといえば反対」の回答が 69.5％で男性より 7.8ポイント

高い。 

 

 

  

問４ あなたは、性別によって役割を固定する考え方について、どう思いますか。 

■性別 1.3

5.7

14.0

19.1

47.6

36.6

21.9

25.1

14.6

13.1

0.6

0.5

女性

男性

3.2

2.6

15.8

18.0

42.6

36.4

23.4

31.9

14.5

10.2

0.5

0.8

今回

前回

賛成 どちらかと

いえば賛成

どちらかと

いえば反対

反対 わからない 無回答

■全体

9.1

5.1

3.0

2.1

6.1

1.1

3.1

7.7

9.1

19.3

13.4

16.8

18.1

54.5

43.6

47.0

45.0

48.2

44.7

36.3

27.3

33.3

25.8

20.7

15.2

26.3

24.7

9.1

10.3

13.6

12.9

17.1

10.5

16.9

1.5

0.5

0.9

18・19歳

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

3.8

1.2

3.0

5.9

11.1

3.7

15.1

16.8

17.9

20.6

18.8

14.7

43.7

46.1

46.3

45.6

48.2

61.1

32.1

23.6

21.0

13.4

22.1

18.8

22.2

29.5

13.5

15.0

17.9

5.9

14.1

5.6

18.9

0.3

1.5

1.1

0 50 100

■職業別

(%)

雇用者
（常勤・フルタイム）

無職

学生

専業主婦・専業主夫

自営業
（農・林・漁業）

自営業
（商工・サービス業、自由業）

雇用者
（パート・アルバイト）

■年代別

(%)

(19.0) (66.0)

(15.3) (69.5)

(61.7)(24.8)

(81.8)(9.1)

(76.9)(12.8)

(72.8)(12.1)

(65.7)(21.4)

(63.4)(19.5)

(71.0)(17.9)

(61.0)(21.2)

(67.3)
(18.9)

(67.1)(18.0)

(59.7)(20.9)

(67.7)(26.5)

(67.0)(18.8)

(83.3)(11.1)

(61.6)(18.4)

(68.3)(20.6)（令和元年度）

3.2

4.6

15.8

14.9

42.6

34.7

23.4

24.5

14.5

20.2

0.5

1.1

本調査

高校生調査

(19.0)

(19.5)

(66.0)

(59.2)

■高校生調査との比較 全体

3.2

2.6

6.0

15.8

18.0

30.9

42.6

36.4

32.2

23.4

31.9

23.2

14.5

10.2

6.6

0.5

0.8

1.1

今回

前回

前々回

賛成 どちらかと

いえば賛成

どちらかと

いえば反対

反対 わからない 無回答

(19.0)

(20.6)

(36.9)

(66.0)

(68.3)

(55.4)

(令和元年度)

(平成26年度)

■全体 (%)

1.3

5.7

14.0

19.1

14.3

47.6

36.6

14.3

21.9

25.1

57.1

14.6

13.1

14.3

0.6

0.5

女性

男性

その他

(15.3) (69.5)

(24.8) (61.7)

(71.4)(14.3)

■性別
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 地域活動参加状況について   

 

●活動に参加している割合（「反映されている」、「どちらかといえば反映されている」、「ど

ちらかといえば反映されていない」、「反映されていない」、「わからない」の合計）が最も

高かったのは「町内会・自治会・公民館など地域組織の活動」の 65.3％で、「保健・福祉

に関する活動」が 42.2％、「PTAなどの子育てや教育に関する活動」が 36.1％、「環境保全

や自然保護などの環境に関する活動」が 34.0％と続く。 

●活動に参加していると答えた人のうち、自分の意思が「反映されている」または「どちら

かといえば反映されている」と回答した割合をみると、「保健・福祉に関する活動」が 45.2％、

「町内会・自治会・公民館など地域組織の活動」が 44.6％で並ぶ。以下「PTAなどの子育

てや教育に関する活動」は 37.6％、「消防団などの消防・防災に関する活動」は 33.6％、

「環境保全や自然保護などの環境に関する活動」は 31.8％、「NPOの活動」は 29.9％、「農

業関係団体などの農業・農村振興に関する活動」は 29.3％。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５ あなたが、現在参加している活動についてお尋ねします。 

あなたが参加している活動において、その活動方針や活動計画にあなた自身の意見は 

反映されていると思いますか。Ａ～Ｈそれぞれにつき、該当する番号に○を付けて 

ください。 

5.4

3.3

1.8

2.9

2.4

3.7

2.3

1.7

23.7

10.3

6.9

8.0

7.2

15.4

4.7

2.4

11.5

7.5

4.0

5.7

5.6

6.7

2.0

1.5

8.9

5.1

5.3

4.2

3.2

4.1

1.7

1.0

15.8

9.9

11.7

13.2

10.3

12.3

12.7

12.5

32.4

61.4

67.9

63.2

68.9

55.3

74.1

57.9

2.3

2.5

2.3

2.9

2.3

2.4

2.4

23.0

0 50 100

反映

されている

どちらかと

いえば反映

されている

どちらかと

いえば反映

されていない

反映されて

いない

わからない 参加して

いない

無回答

(%)

■全体

Ａ 町内会・自治会・公民館

など地域組織の活動

Ｇ ＮＰＯの活動

Ｆ 保健・福祉に関する活動

Ｅ 消防団などの消防・防災

に関する活動

Ｄ 環境保全や自然保護など

の環境に関する活動

Ｃ 農業関係団体などの農業・

農村振興に関する活動

Ｂ ＰＴＡなどの子育てや

教育に関する活動

Ｈ その他の活動

(65.3)

(36.1)

(29.7)

(34.0)

(28.7)

(42.2)

(23.4)

(19.1)

「参加している」
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42.2

14.1

5.3

4.8

4.6

2.4

4.2

46.4

1.9

0 10 20 30 40 50

・町内会、自治会、公民館などの

地域組織の活動

(%)

・ＰＴＡなどの子育てや教育に

関する活動

・農業関係団体などの農業・農村

振興に関する活動

・食生活改善などの保健・福祉に

関する活動

・環境保全や自然保護などの環境

に関する活動

・ＮＰＯの活動

・その他の活動

・参加している活動はない

・無回答

【参考】 次の中から、あなたが参加している活動を全てあげてください。前回調査（令和元年度）

8.3

9.1

6.1

8.4

8.5

8.8

10.0

8.9

36.3

28.5

23.2

23.4

25.1

36.4

19.9

12.8

17.6

20.9

13.6

16.9

19.6

15.8

8.6

7.8

13.7

14.1

17.9

12.5

11.1

9.8

7.2

5.0

24.2

27.4

39.3

38.8

35.8

29.1

54.3

65.6

0 50 100

反映

されている

どちらかと

いえば反映

されている

どちらかと

いえば反映

されていない

反映されて

いない

わからない

■「参加している」と回答した人の「反映されている～わからない」の割合

Ａ 町内会・自治会・公民館

など地域組織の活動

Ｇ ＮＰＯの活動

Ｆ 保健・福祉に関する活動

Ｅ 消防団などの消防・防災

に関する活動

Ｄ 環境保全や自然保護など

の環境に関する活動

Ｃ 農業関係団体などの農業・

農村振興に関する活動

Ｂ ＰＴＡなどの子育てや

教育に関する活動

Ｈ その他の活動

(n=615)

(n=340)

(n=280)

(n=320)

(n=271)

(n=398)

(n=221)

(n=180)

(%)
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 政策・方針決定への参画について   

 

●最多は「自治会などの団体の代表者は、男性が担うことがしきたりや慣習になっているか

ら」の 55.4％で、２番目以降は「役員決定をはじめとして男性主体の組織運営がされてい

るから」が 49.6％、「女性を役員に積極的に登用するための取組が不足しているから」が

45.2％、「家庭・職場・地域における性別役割分担意識や性差別の意識があるから」が 36.9％

と続く。 

●男性は「女性を役員に積極的に登用するための取組が不足しているから」を 56.1％でトッ

プに挙げ、女性より 18.3ポイント高い。 

 

 

 

 

 

  

問６ 女性の社会参画が進みつつありますが、町内会や自治会の長、ＰＴＡ会長などには、まだ、 

女性が少ないのが現実です。このような方針決定の過程に、女性の参画が少ない理由は 

何だと思いますか。次の中から、あなたのお考えに近いものを３つまで選んでください。 

55.4

49.6

45.2

36.9

33.8

33.5

7.0

3.0

0 10 20 30 40 50 60 70
■全体

・自治会などの団体の代表者は、男性が

担うことがしきたりや慣習になっているから

(%)

・役員決定をはじめとして男性主体の

組織運営がされているから

・女性を役員に積極的に登用するための

取組が不足しているから

・家庭・職場・地域における性別役割分担

意識や性差別の意識があるから

・家族の支援・協力が得られないから

・地域で活躍する女性のロールモデル（行動

や考え方の模範となる人物）がいないから

・その他

・無回答
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58.2

52.0

48.5

46.0

31.0

24.4

2.8

3.0

0 10 20 30 40 50 60 70

【参考】 前回調査（令和元年度）全体

・女性自身が責任ある役職に就くことに

消極的であるから

(%)

・役員決定をはじめとして男性主体の

組織運営がされているから

・自治会などの団体の代表者は男性が担う

ことがしきたりや慣習になっているから

・家庭・職場・地域における性別役割分担

意識や性差別の意識があるから

・家族の支援・協力が得られないから

・女性の参画を積極的に進めようと

意識している人が少ないから

・その他

・無回答

81.8

54.5 54.5 54.5

36.4

61.5

53.8
48.7

64.1

33.3

10.3

59.1

71.2
63.6

43.9

15.2

62.1
57.9

49.3
33.6

22.1

64.0

57.9 53.7
50.0

28.7
20.7

74.2

54.7

58.9

33.2
21.6

70.9

47.8
48.8

55.3

29.1
26.9

0

20

40

60

80

100

■年代別

18・19歳 20代 30代 40代 50代 60代 70歳以上

(%)
(上位６項目）

自
治
会
な
ど
の
団
体
の
代

表
者
は
、
男
性
が
担
う
こ

と
が
し
き
た
り
や
慣
習
に

な
っ
て
い
る
か
ら

役
員
決
定
を
は
じ
め
と
し

て
男
性
主
体
の
組
織
運
営

が
さ
れ
て
い
る
か
ら

女
性
を
役
員
に
積
極
的
に

登
用
す
る
た
め
の
取
組
が

不
足
し
て
い
る
か
ら

家
庭
・
職
場
・
地
域
に
お

け
る
性
別
役
割
分
担
意
識

や
性
差
別
の
意
識
が
あ
る

か
ら

家
族
の
支
援
・
協
力
が

得
ら
れ
な
い
か
ら

地
域
で
活
躍
す
る
女
性
の

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
（
行
動
や
考

え
方
の
模
範
と
な
る
人
物
）

が
い
な
い
か
ら

39.3
41.6

24.2

57.6
46.3

37.8 39.0 36.1 36.3

53.0 54.0 56.1

35.5
30.3 30.3

42.9 42.9
28.6 28.6

42.9

28.6

0

20

40

60

80

■性別

女性 男性 その他

(%)

(上位６項目）

自
治
会
な
ど
の
団
体
の
代

表
者
は
、
男
性
が
担
う
こ

と
が
し
き
た
り
や
慣
習
に

な
っ
て
い
る
か
ら

役
員
決
定
を
は
じ
め
と
し

て
男
性
主
体
の
組
織
運
営

が
さ
れ
て
い
る
か
ら

女
性
を
役
員
に
積
極
的
に

登
用
す
る
た
め
の
取
組
が

不
足
し
て
い
る
か
ら

家
庭
・
職
場
・
地
域
に
お

け
る
性
別
役
割
分
担
意
識

や
性
差
別
の
意
識
が
あ
る

か
ら

家
族
の
支
援
・
協
力
が

得
ら
れ
な
い
か
ら

地
域
で
活
躍
す
る
女
性
の

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
（
行
動
や
考

え
方
の
模
範
と
な
る
人
物
）

が
い
な
い
か
ら
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●「従来からの活動内容やしきたりの見直しによる負担軽減により、女性を含めた多様な人

材が地域活動に参加しやすくすること」が 70.6％で最多で、「地域活動のリーダーが女性

であることに対する抵抗感をなくすこと」が 48.6％、「社会の中で、女性が地域活動のリ

ーダーになることについて、その評価を高めること」が 39.2％と続く。 

●年代別では、60代は「従来からの活動内容やしきたりの見直しによる負担軽減により、女

性を含めた多様な人材が地域活動に参加しやすくすること」が 83.2％と高い。 

  

問７ あなたは、自治会長やＰＴＡ会長など、女性が地域活動のリーダーになるためには、

どのようなことが必要だと思いますか。次の中から、あなたのお考えに近いものを 

３つまで選んでください。 

70.6

48.6

39.2

36.9

24.9

5.7

2.5

4.0

1.8

0 20 40 60 80

・従来からの活動内容やしきたりの見直し

による負担軽減により、女性を含めた多様

な人材が地域活動に参加しやすくすること

(%)

・地域活動のリーダーが女性であることに

対する抵抗感をなくすこと

・社会の中で、女性が地域活動のリーダー

になることについて、その評価を高めること

・女性が地域活動のリーダーに一定の割合

でなるような取組を進めること

・女性が地域活動のリーダーになることに

ついて、啓発や情報提供・研修を行うこと

・わからない

・特に必要なことはない

・その他

・無回答



11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

60.3

52.0

42.1

37.7

26.9

5.9

2.9

4.3

2.9

0 20 40 60 80

・女性が地域活動のリーダーになることに

対する女性自身の抵抗感をなくすこと

(%)

・女性が地域活動のリーダーになることに

対する男性の抵抗感をなくすこと

・社会の中で、女性が地域活動のリーダー

になることについて、その評価を高めること

・女性が地域活動のリーダーに一定の割合

でなるような取組みを進めること

・女性が地域活動のリーダーになることに

ついて、啓発や情報提供・研修を行うこと

・わからない

・特に必要なことはない

・その他

・無回答

【参考】 前回調査（令和元年度）

90.9

45.5

27.3
18.2

36.4

64.1
59.0

15.4

25.6

38.5

65.2

53.0

30.3
16.7

12.1

72.1

52.9

32.1 33.6

16.4

69.5

50.0
39.0

32.3
16.5

83.2

43.7 43.7 43.7

29.5

65.0

47.8 45.6

43.1
31.3

0

20

40

60

80

100

■年代別

18・19歳 20代 30代 40代 50代 60代 70歳以上

(%)
(上位５項目）

従
来
か
ら
の
活
動
内
容
や

し
き
た
り
の
見
直
し
に
よ

る
負
担
軽
減
に
よ
り
、
女

性
を
含
め
た
多
様
な
人
材

が
地
域
活
動
に
参
加
し
や

す
く
す
る
こ
と

地
域
活
動
の
リ
ー
ダ
ー

が
女
性
で
あ
る
こ
と
に

対
す
る
抵
抗
感
を
な
く

す
こ
と

社
会
の
中
で
、
女
性
が
地

域
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
に
な

る
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の

評
価
を
高
め
る
こ
と

女
性
が
地
域
活
動
の

リ
ー
ダ
ー
に
一
定
の
割

合
で
な
る
よ
う
な
取
組

を
進
め
る
こ
と

女
性
が
地
域
活
動
の
リ
ー

ダ
ー
に
な
る
こ
と
に
つ
い

て
、
啓
発
や
情
報
提
供
・

研
修
を
行
う
こ
と

71.6

51.6

37.0
29.8

22.6

70.5

45.2 42.3 47.3

29.0

57.1

42.9

57.1

42.9

0

20

40

60

80

■性別

女性 男性 その他

(%)

(上位５項目）

従
来
か
ら
の
活
動
内
容
や

し
き
た
り
の
見
直
し
に
よ

る
負
担
軽
減
に
よ
り
、
女

性
を
含
め
た
多
様
な
人
材

が
地
域
活
動
に
参
加
し
や

す
く
す
る
こ
と

地
域
活
動
の
リ
ー
ダ
ー

が
女
性
で
あ
る
こ
と
に

対
す
る
抵
抗
感
を
な
く

す
こ
と

社
会
の
中
で
、
女
性
が
地

域
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
に
な

る
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の

評
価
を
高
め
る
こ
と

女
性
が
地
域
活
動
の

リ
ー
ダ
ー
に
一
定
の
割

合
で
な
る
よ
う
な
取
組

を
進
め
る
こ
と

女
性
が
地
域
活
動
の
リ
ー

ダ
ー
に
な
る
こ
と
に
つ
い

て
、
啓
発
や
情
報
提
供
・

研
修
を
行
う
こ
と
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●「女性が持つ意見や発想が生かされる」が 63.2％で最多。２番目は「男性中心の考え方に

変化が生じる」の 42.4％で、以下「男女平等や男女共同参画社会に向けての施策が推進さ

れる」が 29.7％、「経済活動を含め社会全体の活力が増す」が 17.3％と続く。 

●男性は「男性中心の考え方に変化が生じる」が 46.5％で女性より 7.0ポイント高い。 

●令和元年度調査は選択肢の数が異なるが、上位６項目の順番は同じだった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

63.2

42.4

29.7

17.3

13.7

10.2

4.4

1.8

64.7

43.8

26.4

14.7

13.5

7.7

4.0

2.6

1.9

0 20 40 60 80

今回

前回

・女性が持つ意見や発想が生かされる

(%)

・男性中心の考え方に変化が生じる

・男女平等や男女共同参画社会に向けて

の施策が推進される

・経済活動を含め社会全体の活力が増す

・国際社会での日本の地位向上につながる

・わからない

・何も期待しない

・政治が身近になる

・無回答

（令和元年度）

（今回該当なし）

問８ あなたは、政策方針決定の場に女性が増えることについて、何を期待しますか。 

次の中から、あなたのお考えに近いものを２つまで選んでください。 

 

64.5

39.5
26.9 18.2

13.4 11.3

61.9

46.5
33.2

16.4 14.6

8.1

42.9

14.3

42.9

14.3 14.3

28.6

0

20

40

60

80

■性別

女性 男性 その他

(%)

(上位６項目）

女
性
が
持
つ
意
見
や

発
想
が
生
か
さ
れ
る

男
性
中
心
の
考
え
方
に

変
化
が
生
じ
る

男
女
平
等
や
男
女
共
同
参

画
社
会
に
向
け
て
の
施
策

が
推
進
さ
れ
る

経
済
活
動
を
含
め
社
会

全
体
の
活
力
が
増
す

国
際
社
会
で
の
日
本
の

地
位
向
上
に
つ
な
が
る

政
治
が
身
近
に
な
る
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 ワーク・ライフ・バランスについて   

●理想とする生活で最も多かったのは「『仕事』と『家庭生活』と『地域・個人の生活』をと

もに優先」の 31.5％だが、現実は 7.0％にとどまる。２番目に多かった「『仕事』と『家

庭生活』をともに優先」を理想と答えたのは 23.9％で、現実は 21.1％。「『仕事』優先」

が理想と答えたのは 2.0％で、現実は 31.4％だった。 

●令和元年度と比べると、現実が「『仕事』優先」が 7.0ポイント減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９ 「仕事」、「家庭生活」、「地域・個人の生活」（地域活動・学習・趣味・付き合いなど）、

この３つの優先度について、お尋ねします。Ａ・Ｂそれぞれにつき、該当する番号を下

の１～８の中から１つずつ選んでください。  

Ａ 理想（希望）とする生活か。 

Ｂ 現実（現状）の生活 

 

2.0

16.3

4.1

23.9

4.5

12.3

31.5

3.3

2.0

2.1

13.7

3.4

25.1

3.8

12.3

34.1

5.4

010203040

＜理想＞

(%)

31.4

17.1

3.3

21.1

4.2

5.9

7.0

7.7

2.1

38.4

18.0

4.2

17.7

4.2

4.2

4.3

8.9

0 10 20 30 40

＜現実＞

今回

前回

(%)

無回答

わからない

「仕事」と「家庭生活」と

「地域・個人の生活」を

ともに優先

「家庭生活」と「地域・

個人の生活」をともに

優先

「仕事」と「地域・個人

の生活」をともに優先

「仕事」と「家庭生活」

をともに優先

「地域・個人の生活」優先

「家庭生活」優先

「仕事」優先

（令和元年度）

2.0

31.4

16.3

17.1

4.1

3.3

23.9

21.1

4.5

4.2

12.3

5.9

31.5

7.0

3.3

7.7

2.0

2.1

0% 50% 100%

理想

現実

■全体

「仕事」優先

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先

「仕事」と「家庭生活」をともに優先

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先 「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先

「家庭生活」優先 「地域・個人の生活」優先

わからない 無回答
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●「男性の家事・育児などについて、職場における上司や周囲の理解を進めること」が 49.8％

で最多。「男性が家事・育児などに参画することに対する抵抗感をなくすこと」が 43.3％、

「夫婦や家族間でのコミュニケーションをよくはかること」が 39.4％、「社会の中で男性

が家事・育児などに参画することへの評価を高めること」が 36.0％、「労働時間短縮や休

暇制度、テレワークなどのＩＣＴ(情報通信技術)を利用した多様な働き方を普及すること

で、男性が仕事以外の時間をより多く持てるようにすること」が 35.6％と続く。 

●30代は「男性の家事・育児などについて、職場における上司や周囲の理解を進めること」

が 60.6％と高い。 

 

 

 

 

 

 

 

問 10 あなたは、現在、女性が分担する機会が多い家事、子育て、介護等に男性が積極的

に参画していくためには、どのようなことが重要だと思いますか。次の中からあな

たのお考えに近いものを３つまで選んでください。    

49.8

43.3

39.4

36.0

35.6

29.0

17.7

14.5

3.2

1.2

1.7

0 10 20 30 40 50 60

・男性の家事・育児などについて、職場における

上司や周囲の理解を進めること

(%)

・男性が家事・育児などに参画することに対する

抵抗感をなくすこと

・夫婦や家族間でのコミュニケーションをよく

はかること

・社会の中で男性が家事・育児などに参画する

ことへの評価を高めること

・労働時間短縮や休暇制度、テレワークなどのＩＣＴ(情報

通信技術)を利用した多様な働き方を普及することで、

男性が仕事以外の時間をより多く持てるようにすること

・年配者や周りの人が、夫婦の役割分担などに

ついての当事者の考え方を尊重すること

・男性の家事・育児などについて、啓発や情報

提供、相談窓口の設置、技能の研修を行うこと

・その他

・無回答

・特に必要なことはない

・男性が家事・育児などを行うための仲間

(ネットワーク)作りを進めること
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27.3 27.3

54.5

36.4

54.556.4

38.5

48.7

20.5

46.2

60.6

39.4
39.4

30.3

40.9
50.0

35.7
40.0

35.7 39.3

55.5
50.6

37.8
33.5 31.1

55.3

40.5 43.7 40.0 36.841.3
47.5

35.9 38.4
32.2

0

20

40

60

80

100

■年代別

18・19歳 20代 30代 40代 50代 60代 70歳以上

(%)
(上位５項目）

男
性
の
家
事
・
育
児
な
ど

に
つ
い
て
、
職
場
に
お
け

る
上
司
や
周
囲
の
理
解
を

進
め
る
こ
と

男
性
が
家
事
・
育
児
な

ど
に
参
画
す
る
こ
と
に

対
す
る
抵
抗
感
を
な
く

す
こ
と

夫
婦
や
家
族
間
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
よ

く
は
か
る
こ
と

社
会
の
中
で
男
性
が
家

事
・
育
児
な
ど
に
参
画

す
る
こ
と
へ
の
評
価
を

高
め
る
こ
と

労
働
時
間
短
縮
や
休
暇
制

度
、
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ(

情
報
通
信
技
術)

を
利
用
し
た
多
様
な
働
き

方
を
普
及
す
る
こ
と
で
、

男
性
が
仕
事
以
外
の
時
間

を
よ
り
多
く
持
て
る
よ
う

に
す
る
こ
と

48.9

45.3

43.8

36.0

34.7

23.6

12.7

11.9

10.2

1.7

0.8

2.5

0 10 20 30 40 50 60

・男性が家事・育児などに参画することに対する

男性自身の抵抗感をなくすこと

(%)

・男性による家事、育児などについて、職場における

上司や同僚の理解を進めること

・夫婦や家族間でのコミュニケーションをよく

はかること

・社会の中で男性が家事・育児などに参画する

ことへの評価を高めること

・労働時間短縮や休暇制度、テレワークなどのＩＣＴ(情報

通信技術)を利用した多様な働き方を普及することで、

男性が仕事以外の時間をより多く持てるようにすること

・年配者や周りの人が、夫婦の役割分担などに

ついての当事者の考え方を尊重すること

・男性の家事・育児などについて、啓発や情報

提供、相談窓口の設置、技能の研修を行うこと

・その他

・無回答

・特に必要なことはない

・男性が家事・育児などを行うための仲間

(ネットワーク)作りを進めること

【参考】前回調査（令和元年度）全体

・男性が家事・育児などに参画することに対する女性

の抵抗感をなくすこと
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 女性リーダー（管理職）について  

●最多は「家事・育児・介護などを支援する制度やサービスが不十分であること」の 48.6％

で、「転勤などの広域異動が増えること」が 39.3％、「長時間労働の改善が十分ではないこ

と」が 36.5％、「フレックスタイム制やテレワークなど、労働時間や勤務場所を柔軟に選

択できる制度がないこと」が 28.6％と続く。 

●30代は「家事・育児・介護などを支援する制度やサービスが不十分であること」と「長時

間労働の改善が十分ではないこと」がそれぞれ 62.1％、54.5％と他の年代より高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 11 令和４年の国の調査では、長野県における女性管理職の割合は 16.1％と、まだまだ 

少ないのが現状です。あなたは、職場で女性のリーダー（管理職）を増やすときに障害 

となるものは何だと思いますか。次の中から３つまで選んでください。 

    

48.6

39.3

36.5

28.6

25.8

23.5

20.1

16.7

15.6

9.9

3.0

3.3

0 20 40 60

・家事・育児・介護などを支援する制度や

サービスが不十分であること

(%)

・転勤などの広域異動が増えること

・長時間労働の改善が十分ではないこと

・フレックスタイム制やテレワークなど、労働

時間や勤務場所を柔軟に選択できる制度が

ないこと

・上司・同僚・部下や顧客が女性リーダーを

希望しないこと

・家族の理解・支援が得られないこと

・研修などの必要な学びの機会が不足して

いること

・その他

・無回答

・ロールモデル（行動や考え方の模範となる

人物）となる女性リーダーが身近にいないこと

・必要な知識や経験などを持つ女性が

少ないこと

・立場や仕事内容に見合った給与となって

いないこと
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45.5

27.3

45.5

54.5

18.2

59.0
48.7

41.0

30.8
23.1

62.1

22.7

54.5

36.4

12.1

45.7

34.3
42.1

27.9
25.7

34.8
33.5

35.4

26.8
29.9

54.7

40.5 36.3 31.1

24.7

49.4 46.9

30.9 25.9 27.5

0

20

40

60

80

100

■年代別
(%)

(上位５項目）

家
事
・
育
児
・
介
護
な

ど
を
支
援
す
る
制
度
や

サ
ー
ビ
ス
が
不
十
分
で

あ
る
こ
と
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勤
な
ど
の
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異
動
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え
る
こ
と

長
時
間
労
働
の
改
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が

十
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で
は
な
い
こ
と

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制

や
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
、

労
働
時
間
や
勤
務
場
所

を
柔
軟
に
選
択
で
き
る

制
度
が
な
い
こ
と

上
司
・
同
僚
・
部
下
や

顧
客
が
女
性
リ
ー
ダ
ー

を
希
望
し
な
い
こ
と

18・19歳 70歳以上60代50代40代30代20代

42.5
35.5

45.0

26.4 22.6

59.3

37.7 35.9

26.3
32.8

37.3
29.9 26.9

47.1
38.2

30.9
27.9

56.5

41.2
36.5

44.4 38.9
50.0

27.8

51.1
50.0

33.2
23.2 25.8

0

20

40

60

80

100

■職業別
(%)

(上位５項目）

家
事
・
育
児
・
介
護
な

ど
を
支
援
す
る
制
度
や

サ
ー
ビ
ス
が
不
十
分
で

あ
る
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と
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労
働
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イ
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レ
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ー
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な
ど
、

労
働
時
間
や
勤
務
場
所

を
柔
軟
に
選
択
で
き
る

制
度
が
な
い
こ
と

上
司
・
同
僚
・
部
下
や

顧
客
が
女
性
リ
ー
ダ
ー

を
希
望
し
な
い
こ
と

雇用者（常勤・

フルタイム）

無職学生専業主婦・

専業主夫

自営業（農・林・

漁業）

自営業（商工・

サービス業、自由業）

雇用者（パート・

アルバイト）

38.8

27.8 27.1
33.5

32.9

25.0

51.1
40.5 36.1 29.6

26.1

44.9
38.1 39.2

28.2 25.6

57.1
42.9

28.6 28.6

0

20

40

60

80

■性別

女性 男性 その他

(%)

(上位５項目）
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・
介
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な
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す
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働
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が
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と
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イ
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や
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な
ど
、

労
働
時
間
や
勤
務
場
所

を
柔
軟
に
選
択
で
き
る

制
度
が
な
い
こ
と

上
司
・
同
僚
・
部
下
や

顧
客
が
女
性
リ
ー
ダ
ー

を
希
望
し
な
い
こ
と
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 男女間の暴力への対策について  

●「知っている」は 73.7％で「知らなかった」は 24.5％。令和元年度調査と比べて大きな

変動はない。 

●女性は「知っている」が 77.0％で男性より 5.5ポイント高い。 

●50 代と 30 代は「知っている」が８割を超える。20 代は「知らなかった」が 30.8％と高

め。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 12 あなたは、配偶者からの暴力について、相談できる窓口があることをご存知ですか。    

■性別
77.0

71.5

42.9

21.5

26.9

57.1

1.5

1.6

女性

男性

その他

73.7

70.3

24.5

27.2

1.8

2.5

今回

前回

知っている 知らなかった 無回答

■全体

72.7

69.2

80.3

74.3

81.1

77.4

66.9

27.3

30.8

19.7

25.7

17.7

22.1

28.8

1.2

0.5

4.4

18・19歳

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

76.7

76.0

79.1

67.6

74.1

77.8

67.9

23.0

23.4

19.4

29.4

24.7

22.2

27.9

0.3

0.6

1.5

2.9

1.2

4.2

0 50 100

■職業別

(%)

雇用者
（常勤・フルタイム）

無職

学生

専業主婦・専業主夫

自営業
（農・林・漁業）

自営業
（商工・サービス業、自由業）

雇用者
（パート・アルバイト）

■年代別

(%)
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 男女共同参画社会の実現について  

●最多は「子育てや介護等の制約があっても誰もが仕事を続けられるよう支援する」の

55.2％。２番目以降は「性別に関わらず、すべての人が互いに人権を尊重するよう教育の

機会を充実する」が 44.5％、「労働時間の短縮や在宅勤務の普及など男女共に働き方の見

直しを進める」が 37.2％、「子育てや介護などでいったん仕事を辞めた人の再就職を支援

する」が 35.5％と続く。 

●女性は「子育てや介護等の制約があっても誰もが仕事を続けられるよう支援する」が男性

より 8.2ポイント、男性は「審議会委員や管理職の女性割合に基準を設けるなど、政策決

定の場に女性を積極的に登用する」が女性より 9.4ポイント高い。 

●令和元年度調査と比べて大きな変動はない。 

●令和４年度全国調査は選択肢が異なるため本調査と比較できないが、「育児や介護中であ

っても仕事が続けられるよう支援する」が 63.5％で最も多く、「育児や介護などでいった

ん仕事を辞めた人の再就職を支援する」が 62.7％、「保育の施設やサービス、高齢者や病

人の施設や介護サービスを充実する」が 59.3％となっている。 

 

  

問 13 「男女共同参画社会」を実現するために、県はどのようなことに力を入れていくべき 

だと思いますか。次の中から、あなたが、特に重要だと思うことを３つまで選んで 

ください。 

    

55.2

44.5

37.2

35.5

29.9

27.6

15.5

11.9

10.6

1.6

2.4

1.8

0 10 20 30 40 50 60

・子育てや介護等の制約があっても誰もが仕事
を続けられるよう支援する

(%)

・性別に関わらず、すべての人が互いに人権を
尊重するよう教育の機会を充実する

・労働時間の短縮や在宅勤務の普及など男女
共に働き方の見直しを進める

・子育てや介護などでいったん仕事を辞めた人
の再就職を支援する

・審議会委員や管理職の女性割合に基準を設ける

など、政策決定の場に女性を積極的に登用する

・民間企業・団体などの管理職に女性の登用が
進むように支援する

・従来、女性が少なかった分野（研究者など）
への女性の進出を支援する

・その他

・無回答

・わからない

・すべての人が互いの人権を尊重することの
重要性について広報・ＰＲする

・女性や男性の生き方や悩みに関する相談の
場を提供する
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【内閣府調査（令和４年度）】

あなたは「男女共同参画社会」を実現するために、今後、行政はどのようなことに

力を入れていくべきだと思いますか。（〇はいくつでも）

・研究者など、従来、女性が少なかった分野

への女性の進出を支援する

63.5

62.7

59.3

50.2

47.9

44.9

38.6

30.4

28.5

26.6

25.5

19.0

1.1

0 10 20 30 40 50 60 70

・育児や介護中であっても仕事が続けられる
よう支援する

(%)

・育児や介護などでいったん仕事を辞めた人の
再就職を支援する

・保育の施設やサービス、高齢者や病人の施設や
介護サービスを充実する

・労働時間の短縮や在宅勤務の普及など男女
共に働き方の見直しを進める

・法律や制度の面で見直しを行う

・国や地方公共団体の審議会委員や管理職など、
政策決定の場に女性を積極的に登用する

・民間企業や団体などの管理職に女性の登用が
進むよう支援する

・男女の平等と相互の理解や協力について
学習機会を充実する

・無回答

・女性や男性の生き方や悩みに関する相談の
場を提供する

・男女の平等と相互の理解や協力について
広報・ＰＲする

・女性に対する暴力を根絶するための取組を
進める

58.9

44.5 39.2 36.7

26.1 23.4

50.7
44.4

35.2 34.2 35.5
32.928.6 28.6

57.1

28.6

57.1

0

20

40

60

80

■性別

女性 男性 その他

(%)

(上位６項目）
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●「男女共同参画社会づくりを推進する団体等の活動支援・交流の場づくり」が 53.2％で最

も多く、２番目は「男女共同参画社会づくり推進のためのリーダー育成」の 43.2％。以下

「各種講座の開催など多様な学習機会の提供」が 34.3％、「家庭、夫婦、人間関係、ＤＶ

などに関する相談窓口の運営」が 22.0％、「男女共同参画に関する調査研究」が 17.0％、

「情報や図書の収集・提供」が 6.2％となっている。 

●男性は「男女共同参画社会づくり推進のためのリーダー育成」と「男女共同参画社会づく

りを推進する団体等の活動支援・交流の場づくり」が女性よりそれぞれ 10.3 ポイント、

7.8 ポイント高い。一方女性は「各種講座の開催など多様な学習機会の提供」と「家庭、

夫婦、人間関係、ＤＶなどに関する相談窓口の運営」が男性より高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 14 あなたが、「男女共同参画社会づくり」のための県の事業として、今後、特に拡充 

するべきだと思うものはどれですか。次の中から、２つまで選んでください。 

    

53.2

43.2

34.3

22.0

17.0

6.2

5.8

0 10 20 30 40 50 60

・男女共同参画社会づくりを推進する団体等の
活動支援・交流の場づくり

(%)

・男女共同参画社会づくり推進のための
リーダー育成

・各種講座の開催など多様な学習機会の提供

・家庭、夫婦、人間関係、ＤＶなどに関する
相談窓口の運営

・男女共同参画に関する調査研究

・情報や図書の収集・提供

・無回答

50.7
38.8 37.6

23.6
14.6 6.5

58.5
49.1
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